
中
村
文
夫
編
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『
足
元』

か
ら
の
学
校
の
安
全
保
障

（
明
石
書
店

年
３
月

23

31

日
発
行)

を
読
み
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
や
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
展
で
、
学
校
が
子

ど
も
や
教
職
員
に
と
っ
て

「
安
全
「
安
心
」
な
場
所

」

と
な
っ
て
い
る
か
を
「
い
、

じ
め
の
重
大
事
態
対
応
」

「

」

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

「
学
校
統
廃
合
「
学
校
給

」

食

デ
ジ
タ
ル
教
育

差

」「

」「

別
「
安
心
の
授
業
」
と
い

」
っ
た
課
題
で
、
専
門
家
が

解
き
ほ
ぐ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
平
成
大
合

併
前
の
１
９
９
８
（
平
成

）
年
度
か
ら
、
２
０
２

10１
（
令
和
３
）
年
度
の
間

の
学
校
数
推
移
を
分
析
し

て
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
山
形
県

が
３
４
５
か
ら
２
３
０
へ

・

％
減
で
、
上
か
ら

33

33

６
番
目
。
中
学
校
で
は
、

１
３
３
か
ら

へ

・

92

30

83

％
減
で
、
上
か
ら
２
番
目

の
減
少
率
で
す
（

。

上
表
）

「
人
口
減
少
で
過
疎
化
が

進
み
、
学
校
統
廃
合
を
進

め
れ
ば
、
さ
ら
に
過
疎
化

が
進
行
し
、
人
口
減
少
を

繰
り
返
す
の
で
あ
る
」。

「
合
併
し
た
中
心
地
域
に

高
機
能
の
学
校
を
開
校
し

て
も
、
荒
廃
し
た
周
辺
部

か
ら
通
う
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
最
善
の
方
策
と
は

言
え
な
い
」。

「
遠
く
へ
と
子
ど
も
た
ち

を
追
い
出
し
て
い
く
教
育

を
続
け
る
こ
と
は
、
地
元

に
と
っ
て
自
滅
の
道
と
な

る
」。

「
子
ど
も
た
ち
の
最
も
大

切
な
学
習
環
境
で
あ
る
公

立
学
校
を
消
滅
さ
せ
た
罪

は
深
い
。
地
域
の
未
来
に

対
す
る
罪
で
あ
る
」。

「
子
ど
も
た
ち
の
生
活
圏

に
学
校
が
存
在
す
る
こ
と

が
、
住
み
続
け
ら
れ
る
社

会
的
基
盤
と
な
る
」。
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願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
5月 18人 13,130円
4月 41人 44,640円

住
み
続
け
ら
れ
る
社
会
的
基
盤
と
な
る

子
ど
も
た
ち
の
生
活
圏
に
学
校
を

村
の
四
季

45
鈴
木
重
雄(

八
色
木)

月

日

重

量

升

目

売
上
金

９
月

日

１
４
２
・

㎏

１
石
４
斗
８
升

３
７
０
０
円

22

19

９
月

日

１
８
６
・
９
㎏

１
石
５
斗
４
升

３
８
５
０
円

26
月
３
日

１
１
９
・
５
㎏

１
石
１
斗
６
升

２
９
０
０
円

10
月
７
日

・
９
㎏

６
斗
３
升

１
５
９
０
円

10

64

タ
ニ
シ
拾
い

４
月

日
号
で
「
イ
ナ

30

ゴ
捕
り
」
を
書
い
た
。

月
７
日
は
中
学
生
が

10
タ
ニ
シ
（
ツ
ブ
と
言
っ
て

）

。

い
る
拾
い
を
し
て
い
る

中
学
生
は
リ
ヤ
カ
ー
に

叺
（
か
ま
す
、
米
を
入
れ

る
容
器
）
を
何
枚
か
持
っ

て
出
か
け
た
。
刈
り
取
っ

た
田
ん
ぼ
の
水
溜
ま
り
を

探
し
、
拾
っ
て
行
く
。

、

集
落
ご
と
に
分
か
れ
て

小
中
島
～
本
小
野
方
～
新。

田
目
方
面
ま
で
出
か
け
た

あ
ま
り
捕
り
す
ぎ
て
リ
ヤ

カ
ー
の
車
輪
（
リ
ム
）
が。

曲
が
っ
た
と
言
っ
て
い
た

重
量
３
３
５
貫
５
０
０

匁
を
ム
キ
ツ
ブ
に
し
て
１

石
１
升
、
売
上
金
６
７
３

５
円
だ
っ
た
。

、

こ
の
売
上
金
は
教
材
類

図
書
や
野
球
用
具
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
購
入
に
充
て

ら
れ
て
い
た
。

午
後
か
ら
村
内
に
売
り

歩
く
。
ど
こ
の
家
で
も
快

く
買
っ
て
く
れ
、
学
校
へ

の
思
い
や
り
や
子
ど
も
た

ち
へ
の
ね
ぎ
ら
い
も
込
め

ら
れ
て
い
た
と
思
う
。

昭
和

年
度
イ
ナ
ゴ
会

25

計
が
八
栄
島
小
学
校
資
料

館
に
あ
っ
た
の
で
、
懐
か

し
く
思
い
掲
載
す
る
。

大鍋でいなご茹で(昭25)
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農
水
省
で
は
約

年
ぶ

20

り
と
な
る
「
食
料
・
農
業

・
農
村
基
本
法
」
の
総
合

的
な
検
証
と
見
直
し
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。食

料
・
農
業
・
農
村
審、

議
会
基
本
法
検
証
部
会
は

６
月
の
中
間
と
り
ま
と
め

に
向
け
て
、
議
論
が
ヤ
マ

場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
今
改
正
か
は
「
農
、

業
協
同
組
合
新
聞
」
５
月

日
掲
載
の
田
代
洋
一
横

16浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
の。

記
事
が
分
か
り
易
い
で
す

結
論
的
に
言
え
ば
「
農
、

林
予
算
確
保
を
め
ぐ
る
危

機
的
な
状
況
の
打
開
」
の

た
め
で
す
。

国
の
当
初
予
算
に
占
め

る
農
林
予
算
の
割
合
は
、

２
０
０
０
年
度
４
・
０
％

が
、

年
度
に
は
２
・
０

23

％
に
半
減
。

２
０
２
３
年
度
当
初
予

算
も
、
国
全
体
は
前
年
度

比
５
・
９
％
増
だ
が
、
農

林
予
算
は
０
・
３
％
減
減
（

、

が
大
き
い
の
は
新
規
就
農

農
山
漁
村
活
性
化
、
グ
リ

ー
ン
成
長
等
の
重
要
項

目)

。農水
大
臣
は
、

年
度

22

補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
、

３
兆
８
０
０
億
円
を
確
保、

し
た
と
弁
明
し
て
い
る
が

実
は
補
正
予
算
も
前
年
度

比
６
・
７
％
減
。
結
局
、

農
林
の
（

年
度
当
初
予

23

算
＋

年
度
第
２
次
補
正

22

予
算
）
は
、
前
年
度
比
４

・
３
％
減
に
な
る
。

他
方
で
政
府
は
、
防
衛

費
を
５
年
で
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

２
％
に
増
や
す
方
針
で
、

年
度(

初
年
度)

予
算
は

23

。

前
年
度
比

・
４
％
増
だ

26

少
子
化
対
策
予
算
の
倍。

増
も
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

重
要
予
算
の
急
増
を
、

増
税
で
賄
う
の
は
国
民
負

担
が
大
き
す
ぎ
、
公
債
で

賄
う
に
も
、
既
に
債
務
残

高
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
２
４
１

％
に
達
し
、
世
界
最
悪
水

準
に
あ
る
。

そ
こ
で
既
存
予
算
の
ど

こ
か
を
削
ら
ざ
る
を
え
な

い
と
な
れ
ば
、
真
っ
先
に

目
を
付
け
ら
れ
る
の
は
、

既
に
じ
り
貧
傾
向
に
あ
る

農
林
予
算
に
な
る
。

ど
う
し
た
ら
そ
れ
を
跳

ね
返
せ
る
か
。

、

食
料
安
全
保
障
予
算
も

も
は
や
既
存
政
策
や
予
備

費
・
補
正
予
算
に
頼
っ
て

い
た
の
で
は
確
保
で
き
な

い
。

当
初
予
算
で
き
ち
ん
と

確
保
す
る
に
は
、
基
本
法

理
念
に
裏
打
ち
さ
れ
た
恒

久
政
策
を
打
ち
出
す
必
要

が
あ
る
。
ー
と
い
う
こ
と

で
す
。

し
か
し
、
検
証
部
会
で

は
農
業
の
担
い
手
を
専

、

「

ら
農
業
を
営
む
者
や
経
営

意
欲
の
あ
る
者
の
経
営
を

支
援
す
る
」
と
し
て
、
多

様
な
担
い
手
の
役
割
は
無

視
し
て
い
ま
す
。

農
業
編
で
は
、
需
給
の

観
点
か
ら
、
水
田
の
畑
地、

化
・
汎
用
化
を
課
題
と
し

水
田
面
積
そ
の
も
の
を
減

ら
す(
畑
地
化)

こ
と
で
、

転
作
予
算
を
恒
久
的
に
削

減
し
た
い
財
務
省
の
意
向

が
あ
り
ま
す
。

農
村
編
は
、
農
村
の
人

口
自
然
減
と
集
落
機
能
の

低
下
に
強
い
危
機
感
を
表

明
し
て
い
ま
す
が
、
対
策

が
あ
る
の
は
鳥
獣
害
対
策

だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

展
望
が
見
い
だ
せ
ま
せ

ん
。

▲
拳
銃
の
威
力
は
恐
ろ
し

い
ゼ
。
隣
の
部
屋
で
見
つ

か
っ
た
と
な
れ
ば
、
ど
ん

な
壁
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ

を
通
過
し
た
後
に
妻
を
怪

我
さ
せ
た
ん
だ
か
ら
。
し

か
し
、
軽
い
け
が
と
い
っ

て
も
隠
す
事
が
で
き
な
い

キ
ズ
だ
っ
た
ん
だ
ナ
。
だ

と
す
れ
ば
、
ピ
ー
ポ
ー
が

聞
こ
え
な
か
っ
た
の
は
？

▲
と
こ
ろ
で
、
巡
査
長
は

勤
務
中
か
ど
う
か
は
、
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
よ
う

だ
が
、
妻
の
方
は
ど
っ
ち

な
ん
だ
ろ
う
か
。
と
い
う

の
は
、
駐
在
所
に
住
ま
え

る
の
は
妻
帯
者
だ
け
の
記

憶
。
そ
し
て
妻
に
は
、
月。

数
万
円
の
手
当
の
記
憶
も

だ
か
ら
、
妻
の
け
が
の
医

療
費
は
公
務
の
扱
い
な
の

か
ナ
～
と
。

▲
と
も
あ
れ
最
初
の
記
事

は
、

日
早
朝
、
駐
在
所

28

に
パ
ト
カ
ー
で
な
い
車
が

数
台
止
ま
っ
て
い
る
の
を

見
て
事
件
を
知
り
、
驚
い。

た
と
は
近
所
の
人
の
話
ト

緊
急
で
な
い
か
ら
私
用
車

で
？
早
朝
の
そ
れ
は
公

（

）

務
？
誰
の
指
示
？
石
川

隊
の
前
身
：
バ
ズ
ー
カ
砲

訓
練
：

)

を
発
足
さ
せ

写
真

再
軍
備
の
道
を
進
む
。

こ
の
道
を
許
さ
な
い
日

本
共
産
党
を
戦
前
の
よ
う、

に
活
動
停
止
に
す
る
た
め

党
幹
部
公
職
追
放
「
ア
カ

、

ハ
タ
」
発
刊
停
止
、
レ
ッ

ド
パ
ー
ジ
を
民
間
・
官
公

庁
に
拡
大
等
、
反
対
勢
力

を
暴
力
で
押
え
た
。

し
か
し
国
民
は
黙
っ
て

い
な
か
っ
た
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ア

ピ
ー
ル
平
和
署
名
運
動
を

基
盤
に
、
今
日
に
続
く
平

和
・
民
主
の
多
様
な
国
民

ひ
と

村
山
俊
太
郎
・
ひ
で
夫
妻

青
山

崇

に
深
く
組
み
込
ま
れ
、
そ

の
破
棄
が
今
日
の
歴
史
的

課
題
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
占
領
軍

指
示(

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指

示)

で
警
察
予
備
隊(

自
衛

運
動
が
は
じ
ま
っ
た
。

原
水
爆
禁
止
運
動
、
１

９
５
５
年
８
月
第
１
回
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開

催
さ
れ
た(

小
生
：
文
京
区

代
表
団
員)

。(

つ
づ
く)

１
９
５
０
年
代
の
日

本
と
ひ
で
①

朝
鮮
戦
争
は
１
９
５
０

.

年
６
月

日
、
北
朝
鮮
が

25

南
朝
鮮
に
攻
め
込
み
、
１

９
５
３
年
７
月
ま
で
朝
鮮

全
土
が
戦
場
と
な
っ
た
。

こ
の
頃
の
日
本
は
、
ア

メ
リ
カ
を
盟
主
と
す
る
国

々
と
だ
け
の
講
和
条
約
、

そ
の
６
条
で
、
本
土
の
ど

こ
に
で
も
ア
メ
リ
カ
軍
基

地
設
置
を
許
す
安
保
条
約

に
、
吉
田
総
理
全
権
だ
け

で
調
印
、
翌
１
９
５
２
年

４
月
発
効
し
、
反
共
戦
略

不
思
議
が
一
杯

先
週
に
「
納
得
で
き
る

発
表
を
」
と
真
室
川
駐
在

所
の
事
件
に
つ
い
て
書
い

た
が
、
２
週
間
も
経
た
の

に
そ
ん
な
報
道
は
な
い
。

▲

日
に
警
察
署
長
会
議

11

、

が
開
か
れ
た
と
の
記
事
は

「
背
景
や
原
因
に
つ
い
て

必
要
な
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
後
日
、
改
め
て
再
発

防
止
を
含
め
指
示
す
る
」

と
県
警
本
部
長
が
述
べ
た

と
な
っ
て
い
た
。
２
週
間

に
も
な
る
の
に
そ
ん
な
模

様
だ
と
。
そ
れ
位
の
話
な

ら
３
日
後
だ
っ
て
言
え
る

話
で
は
な
い
で
す
か
。

▲
こ
の
事
件
、
山
新
に
は

３
回
記
事
に
な
っ
て
い
る

が
、
彼
は
現
在
、
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
謹
慎
中
な

の
か
は
、
出
て
い
な
い
。

ま
た
、
最
初
・
妻
に
軽
い

け
が
を
さ
せ
た
弾
丸
の
行

方
を
調
査
中
と
あ
っ
た
も

の
が
、
妻
は
隣
の
部
屋
に

い
て
当
た
っ
た
ん
だ
と
。

本
当
な
ら
、
殺
人
未
遂
の

嫌
疑
は
消
え
る
け
ど
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正

農
林
予
算
の
確
保
は
危
機
的


